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1 研究背景 

 2016 年に Google が行った生産性向上のための

プロジェクトより，チームや組織の生産性向上

には心理的安全性が重要であると結論付けられ

ている．この研究成果が発表されて以降，日本

においても心理的安全性という言葉が注目され

ている．心理的安全性の提唱者である Edmondson

の研究[1]では「心理的安全性とは，チームの中

でリスクをとっても安全である，という信念の

ことである」と定義している．心理的安全性を

高めることにより，業務パフォーマンスの向上

や問題・課題の早期発見が期待できる．2016 年

の Edmondson らの研究[2]では，仕事の内容や組

織の形態に関わらず，リーダーの心理的安全性

に対する意識の度合いがチームの心理的安全性

に影響を与えると示している．したがって，リ

ーダーはチームの心理的安全性が低下していな

いか定期的に把握する必要がある． 

 チームの心理的安全性を計測する一般的な手

法として，メンバーに対するアンケートがある．

このアンケートでは，Edmondson によって発表さ

れた心理的安全性を計測する 7項目の質問が利用

されている[1]．しかし，アンケートを利用した

定期的な心理的安全性の計測はメンバーへの負

担が大きい． 

2 研究目的 

 本研究の目的は，チームの心理的安全性を定

期的に把握する際の負担を軽減することである． 

3 関連研究と課題 

 鈴木らは，社内グループチャットの投稿デー

タを用いて心理的安全性推定方法を検討してい

る[3]．業務過程で発生するデータを用いること

で，従業員への負担を軽減しようという試みで

ある．しかし，この研究で使用された特徴量に

はグループチャットの会話内容が含まれていな

い．

 

 石井は，日本における心理的安全性の尺度を

研究している[4]．その背景として，日本のチー

ムに対する心理的安全性を計測する 7 項目の質

問を利用したアンケートは，計測精度に限界が

あると示している．この研究の中で，日本のチ

ームでは「話しやすさ」，「助け合い」，「挑

戦」，「新奇歓迎」の 4 因子があるとき，心理

的安全性が感じられることを明らかにした． 

 これらの関連研究から本研究の課題を以下の

ように設定する． 

課題1 心理的安全性の計測に会話内容が考慮さ

れていない 

課題2 心理的安全性を計測する 7 項目の質問を

利用したアンケートは計測精度に限界が

ある 

4 課題解決アプローチ 

 本研究においては，「心理的安全性とは，チ

ームの中で自分の考えや気持ちを誰に対してで

も安心して発言できる状態のこと」と定義する． 

 まず，課題１は心理的安全性を計測する際の

特徴量として，テキストデータを用いることで

解決する．次に，課題 2は感情分析する際に 4因

子を重み付けとして使用することで，4 因子の重

要度に沿った心理的安全性が得られる． 

5 予備調査 

 対象チームの心理的安全性を把握するため，

アンケート調査を 2 回実施した．また，対象チ

ームにおける 4 因子の重要度についても調査し

た．対象チームは，公立はこだて未来大学の学

部 3 年次に実施される PBL（科目名：システム情

報科学実習）のソフトウェア開発プロジェクト X

に属する 35 名であり，チーム A，チーム B，チ

ーム C に分かれて開発を行っている．2022年 6

月 18 日〜2023年 2月 28 日まで活動している．

予備調査の結果を表 1 に示す．4 因子の重要度に

ついて，プロジェクト X は「話しやすさ」，

「助け合い」，「挑戦」，「新奇歓迎」の順に

重要であった． 

 

Proposal of Psychological Safety Measurement Method Using 

Text Communication Data 

†Yudai Sakata †Michiko Oba 

†School of Systems Information Science, Future University 

Hakodate 

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-609

4ZH-07

情報処理学会第85回全国大会



表 1．心理的安全性のアンケート調査結果 

（Max 3, Min -3） 

 スコア平均 

1 回目(10/5) 

スコア平均 

2 回目(12/21) 

チーム A 0.70   0.73 

チーム B 1.40   1.47 

チーム C 0.49 - 0.38 

 

6 テキストの感情分析 

6.1 目的 

テキストデータを感情分析し，ビジネスチャ

ットのテキスト（以下，テキスト）における心

理的安全性を定量的に示すことである． 

6.2 分析手順 

 分析は以下の手順で実施した． 

[1] プロジェクト Xが利用しているビジネスチャ

ットツール「Slack」から，チーム内での進

捗共有や事務的なやり取りが行われる各チ

ャンネルの投稿データ（6 月 18 日〜12 月 26

日）を取得する． 

[2] テキストの前処理を行う． 

[3] テキストを日本語評価極性辞書[5]と照合し，

ポジティブ，ネガティブ，ニュートラルの

どれかに判定しスコアを算出する．日本語

評価極性辞書には単語・用言ごとにポジテ

ィブ（+1），ネガティブ（-1）のラベルが

ついており，それにマッチすると 1，-1の極

性値が加えられる．そして，以下の式でス

コアを算出する． 

極性値の総和 

 マッチした単語・用言の数
 

[4] テキストを 4 因子の解釈に基づき，文章ご

とに重み付けを行う．手順 3 で算出したス

コアに，以下の式で計算した加重平均を足

すことで算出する．4 因子（𝑥1, 𝑥2, 𝑥3 𝑥4）に

ついてそれぞれの重要度を（𝑤1, 𝑤2, 𝑤3 𝑤4）

とする．1 番重要度が高い因子𝑥1の重みは 

[5] 𝑤1 = 4 とし， 𝑤2 = 3 , 𝑤3 = 2 , 𝑤4 = 1とな

る． 
𝑥1𝑤1 + 𝑥2𝑤2 + 𝑥3𝑤4 +  𝑥4𝑤4

𝑤1 + 𝑤2 + 𝑤3+𝑤4
 

 

6.3 結果と考察 

図 1 は感情分析の結果とアンケート調査結果

を比較した図である．重み付けなしの感情分析

の結果は A = 0.48，B = 0.38，C = 0.54，重み

付けありの感情分析の結果は A = 1.11，B = 

0.66，C = 0.63 である．A，B の分析結果は，心

理的安全性が高いことを示せている．しかし，C

の分析結果は，アンケート結果とは大きく異な

っている．この結果より，感情分析においてポ

ジティブな単語をネガティブな単語であると誤

判定し，大きな差が生じたと考えられる．実際

に，ネガティブと判定された単語の 1 つとして

「遅れる」がある．「遅れる」は一般的に考え

るとネガティブな単語であるが，心理的安全性

の観点では，報告することに意味があり，心理

的安全性を高める行動である．

 
図 1．感情分析の結果とアンケート調査結果の 

比較（Max 3, Min -3） 

7 まとめ 

 本研究はチームの心理的安全性を定期的に把

握する際の負担を軽減することを目的とした．

目的達成に向けて，テキストコミュニケーショ

ンデータに着目し，テキストの感情分析を行っ

た結果，自然言語処理の精度は良くないが，テ

キストコミュニケーションデータを用いた心理

的安全性の計測の見通しが得られた．今後は，

分析方法や感情辞書の改善を目指す． 
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